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従来の窒素パージ法と比較してトーヨークリーンカッパーの優れた点を提示します。 

 

１、 酸化防止性能 

窒素パージ法でもクリーンカッパー使用の場合でも指示された施工基準通りに 

作業する限り酸化防止性能は同等です。 

クリーンカッパーの酸化防止性能に関しては説明書（７０１２）を参照下さい。 

２、 作業性 

クリーンカッパーは施工現地での作業性に優れ、作業能率の向上、作業員の 

負担軽減やコストダウンに大きく寄与することが出来ます。 

① クリーンカッパーは一缶が僅か２００gの重さで輻輳した現場でも作業員が 

楽々持ち運びし使用することが出来ます。 

又、一缶の噴射可能回数は約１５００回で一日の作業に十分な容量を持っています。 

  ② 窒素パージ法の場合に付きまとう重たいボンベのセット作業と後片付けの 

工数を省くことが出来ます。 

③ 窒素パージ法の適用が困難な箇所（冷媒配管と機器との接続箇所、マルチ配管等で 

窒素が十分行届かない恐れのある個所）や少ない箇所の補修作業の場合には 

クリーンカッパーが威力を発揮します。 

 

 

 

 

 

 

 

トーヨークリーンカッパー説明書（７０８２） 

  －窒素パージ法との比較ー 
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３、コスト 

 

比較前提 

１、 ＴＣＣ（トーヨークリーンカッパー） 

(ア)  一本使い切る迄の噴霧回数１５００回 

(イ)  噴霧コスト 約３.５円/回 

２、 窒素パージ 

(ア) パージ窒素コスト：ろう付け一箇所当り４０円 

(イ) ボンベ事前段取り・後片付け工賃：１５００円/日（３０分） 

評価 

・ 通常の作業現場では窒素パージ法は事前段取り・片付けの労務費が支配的でその分の 

コストが高くなる。 

・ ろう付け箇所の数に関わらず、上図の通り ＴＣＣが有利である。 

・ 窒素パージ段取りに手間を要しない場所(常設工場内作業等)では窒素パージ法が 

有利である。             

                                     以上   
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